
【教育目標】～未来に向かってたくましく生きる子どもの育成～

1 日

2 月 ショート時程　安心メール配信日　歩こうWeeks

3 火 朝会　ALT　運動会実行委員会

4 水 ショート時程　運動会全体練習

5 木
諸費納入日　朝の読み聞かせ（１年）　ALT
５年校外学習（温根内）

6 金 ショート時程　お迎え下校訓練　運動会全体練習予備日

7 土

8 日

9 月 ショート時程

10 火 ALT（午後）

11 水 ショート時程

12 木 諸費納入日　ALT

13 金 ショート時程　フィールド実習（大学１．２年）　運動会前日準備

14 土 第４４回運動会

15 日

16 月 振替休業日

17 火 耳鼻科健診（１．４年）

18 水 ショート時程　ALT

19 木 諸費納入日　朝の読み聞かせ（１年）　ALT

20 金 ショート時程　体力テスト①　フィールド実習（大学２年）

21 土

22 日

23 月 ショート時程　４年校外学習（古川終末処理場・弁当）

24 火
花咲かじいさんプロジェクト（４．５年）　ALT（午後）
児童委員会③

25 水
ショート時程　５年校外学習（ノロッコ号）
パワーアップタイム（２～4年）

26 木 諸費納入日　3年生校外学習（イオン）　ALT　クラブ②

27 金 ショート時程　体力テスト②　フィールド実習（大学2年）

28 土

29 日

30 月 ショート時程

※社会見学・校外学習で弁当が必要な場合は「弁当」と記載しています。

※行事は予定です。今後の状況により変更することもあります。
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  　　『「当たり前」から見える遠矢小学校の凄さ』            校長　　　笹川　義孝

令和７年度の学校生活が開始されて１か月半が経過

しました。４月は期待や緊張、環境への適応等により力

が入り、気を張って過ごしていたはずです。環境に馴染

んできた５月は、集団の協力体制を強めたり個々が目

標を立てて努力したりするのに絶好の行事である「運動

会」に向けた取り組みを開始しております。これから実

施日の６月１４日が近づくにつれて熱量の高い練習が

行われます。当日を体調良く迎えられるように健康面に

も留意なさってください。

さて、私は遠矢小学校へ赴任して、とても好感の持てる

子どもたちに出会うことができました。みんな「いつでも

裏表のないありのままの姿でいることができる子どもた

ち」なのです。学校を転々としていく私共教職員は、学校

の風土やよき伝統などを敏感に感じ取ります。遠矢小学

校の教育に関わる「人・もの・こと」からは、長年かけて

培われてきた「歴史」を感じます。具体的にお伝えでき

るように子どもたちの姿（よさ）をトップ１０にしようと思

いましたが、順位付けできませんでしたので順不同で３

０項目を記載します。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

①歌声に勢いがある（学習・集会）。②挨拶を自分から

する。③離れていても気づいたら挨拶する。④友好的な

接し方。⑤雨の日の傘立て周辺が整然。⑥ロッカーの中

が整頓。⑦異学年で仲良く遊ぶ。⑧学習の様子を見に

行くと会釈してくれる。⑨動と静の場を意識している。➉

卒業するまでランドセルを使用している。⑪靴箱に靴の

収まり方が全員同じ。⑫車道を横断する時に手を上げる。⑬所

定の場所に物を片付ける。⑭感謝を伝えることができる。⑮相

手の顔を見て話す。⑯先生の指示を聞いて行動できる（避難

訓練）。⑰友だちに親切。⑱掃除を丁寧にする。⑲ルールを

守って物や施設を使う。⑳予報に合わせて雨具などの用意をし

てくる。㉑感情を素直に表すことができる。㉒特別教室に出か

ける時、静かに並んで移動する。㉓係や当番に責任感を持って

いる。㉔素直に「はい」と言える。㉕職員室への出入りなどの礼

節がしっかりしている。㉖タブレットを上手に使いこなしている。

㉗校外学習時に全員が体育帽子を着用する。㉘放課後に友達

と遊ぶ。㉙家庭で学習したものの提出率が高い。㉚子どものた

めに力を尽くす教職員ばかりなので大人に心を開いている。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

日常的なご家庭の指導と協力により定着している項目が多

数あります。また、よき伝統でありますので、本校を卒業された

方（保護者の皆様やお兄さん・お姉さん）にも上記項目が当て

はまるのではないでしょうか。

これらのよさは、子どもたちにとって既に「当たり前（習慣・慣

習）」となっています。簡単なことではなく物凄いことなのです。

遠矢小の児童は素晴らしいです。

私共が目指す遠矢小学校の学校像は、「児童にとって登校し

たくなる学校」です。子ども一人一人が学校・学級に居心地の

よさを感じ、自分の力を発揮する機会を設けるように個性を大

切にしてまいります。毎日、全員の子を「よく来たね!」という気

持ちで登校してくるのを待ち、よさを褒め続けていきます。


